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Ⅰ 13.3期中間決算
及び 13 3期通期⾒通し及び 13.3期通期⾒通し



80億円400億円

◆13.3期 中間決算
1. 概要

30億円

166億円

274億円 277億円

40億円

60億円

200億円

300億円

営業利益
10億円 7億円 10億円

4億円

166億円

0億円

20億円

0億円

100億円
営業利益

経常利益

当期純利益

売上⾼
-4億円 -3億円

-25億円 -22億円
-40億円

-20億円

-200億円

-100億円

売上⾼

11.9実績 12.9予想

(8/3発表)

12.9実績 利益売上⾼

11.9実績 12.9予想（8/3発表） 12.9実績 対前年 対8/3
⾦額単位；百万円

対前年
同期⽐
（％）

対8/3
発表予想⽐

(％)⾦額 利益率 ⾦額 利益率 ⾦額 利益率

売上⾼ 16,699 － 27,417 － 27,784 － 66.4 1.3

営業利益 1,098 6.6 △497 △1.8 △ 312 △ 1.1 － －

経常利益 3,074 18.4 734 2.7 1,088 3.9 △ 64.6 48.2

当期純利益 484 2.9 △2,586 △9.4 △ 2,299 △ 8.3 － －

（投資額） 2,159 － － － 839 － △61.1 －

（減価償却費） 3,138 － － － 3,469 － 10.6 －
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◆13.3期 中間決算
2. ニッケル事業

$22,950 

$18,298 $18,276 

販売数量

8 644t 17 894t 18 341t

適⽤LMEニッケル価格

8,644t 17,894t 18,341t

11.9実績 12.9予想

（8/3発表）

12.9実績

/

11.9実績 12.9予想
(8/3発表) 12.9実績 対前年同期⽐（％） 対8/3発表

予想⽐(％)

⽣産数量(Ni㌧) 11,834 ― 18,577 57.0 ―

販売数量(Ni㌧) 8,644 17,894 18,341 112.2 2.5

適⽤LME（$/㌧） 22,950 18,298 18,276
△ 20.4 △ 0.1

【適⽤LME($/lb)】 【10.41】 【8.30】 【8.29】
適⽤為替（¥/$） 78.59 79.60 79.13 0.7 △ 0.59
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3.連結経常損益の分析〔11.9実績対12.9実績〕
◆13.3期 中間決算

31億円11.9実績 フェロニッケル価格下降及び数量増等31億円9実績 フェロニッケル価格下降及び数量増等
①販売価格の下降 △66億円
②販売数量の増加 176億円

売上⾼要因 110億円

売上原価要因 △105億円

フェロニッケルの原価増及び販売数量増等

販管費増他

フェロニッケルの原価増及び販売数量増等
①その他原料価格下降等による原価減 45億円
②販売数量増加による原価増 △150億円

その他
△25億円

11億円12.9実績
△20億円

0 50 100 150 億円
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◆ 13.3期 通期⾒通し
1.概要

483億円
550億円 549億円

100億円

120億円

500億円

600億円

60億円

80億円

100億円

300億円

400億円

500億円

営業利益

1億円 3億円 2億円

35億円
27億円 27億円

11億円 20億円

40億円

100億円

200億円
営業利

経常利益

当期純利益

売上⾼

-7億円 -8億円 -20億円

0億円

-100億円

0億円

12 3実績 13 3予想 13 3予想（新）
利益売上⾼

売上⾼

⾦額単位；百万円
12.3実績 13.3予想（8/3発表） 13.3予想（新）

対前期⽐ 対8/3
発表予想⽐

12.3実績 13.3予想

(8/3発表)

13.3予想（新）

⾦額単位；百万円 （％） 発表予想⽐
(％)⾦額 利益率 ⾦額 利益率 ⾦額 利益率

売上⾼ 48,330 － 55,006 － 54,904 － 13.6 △ 0.2

営業利益 154 0 3 384 0 7 271 0 5 76 4 △ 29 4営業利益 154 0.3 384 0.7 271 0.5 76.4 △ 29.4

経常利益 3,524 7.3 2,758 5.0 2,763 5.0 △ 21.6 0.2

当期純利益 1,175 2.4 △718 △1.3 △ 862 △1.6 － －

（投資額）（投資額） 12,019 － － － 6,028 － △ 49.8 －

（減価償却費） 6,375 － － － 7,043 － 10.5 －
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◆ 13.3期 通期⾒通し
35,574t 35,837t2. ニッケル事業⾒通し

27,950t

$20,834 
$18,431 $18,188 

販売数量

適⽤LMEニッケル価格適⽤LMEニッケル価格

12.3実績 13.3予想

(8/3発表)

13.3予想（新）

12.3実績 13.3予想
(8/3発表)

13.3予想（新） 対前期⽐
（％）上期 下期 通期 上期 下期 通期

⽣産数量(Ni㌧) 11,834 16,940 28,774 ― 18,577 19,960 38,537 33.93( ) , , , , , ,

販売数量(Ni㌧) 8,644 19,306 27,950 35,574 18,341 17,496 35,837 28.22

適⽤LME（$/㌧） 22,950 19,886 20,834 18,431 18,276 18,100 18,188
△ 12.70

【適⽤LME($/lb)】 【10 41】 【9 02】 【9 45】 【8 36】 【8 29】 【8 21】 【8 25】【適⽤LME($/lb)】 【10.41】 【9.02】 【9.45】 【8.36】 【8.29】 【8.21】 【8.25】

適⽤為替（¥/$） 78.59 77.86 78.08 79.52 79.13 79.22 79.17 1.40
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◆ 13.3期 通期⾒通し
3. 国別販売数量⾒通し〔12.3実績対13.3予想（新）〕

12 3期実績〜13 3期予想推移（半期） 12 3期実績〜13 3期予想推移（通期）

40,000
Niトン

25,000
Niトン インド

中国

12.3期実績 13.3期予想推移（半期） 12.3期実績 13.3期予想推移（通期）

4,329

30 000

35,000

1 264
20,000

台湾

韓国

国内 18,341
19,306

35,837

5,299

5,404
1,645

25,000

30,000

3,896
2,904

1,264
1,809

2,520
15,000

国内
27,95017,496

6,398

8,334

15 000

20,0004,424 4,034
4,300

2,500

10,000 8 643

8,566
10,340

10,000

15,000

6,287 5,280
5,0601,974

1,402
381

5,000

8,643

6,042 7,430

0

5,000

2,607 3,435 4,314 3,116

2,279

0

5,000

0
12.3

通期実績

13.3

通期予想

0
12.3

上期実績

12.3

下期実績

13.3

上期実績

13.3

下期予想
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◆13.3期 通期⾒通し
4.連結経常損益の分析〔12.3実績対13.3予想（新）〕

35億円12.3実績 フェロニッケル価格下降及び数量増等35億円3実績 フェロニッケル価格下降及び数量増等
①販売価格の下降 △66億円
②販売数量の増加 129億円

売上⾼要因 63億円

売上原価要因 △42億円
販管費増他

その他
△28億円

フェロニッケルの原価増及び販売数量増等
①その他原料価格下降等による原価減 74億円
②販売数量増加による原価増 △116億円

28億円13.3予想 △7億円

9
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Ⅱ 今後のニッケル需給の⾒通しについて今後 ッケル需給 ⾒通し て



LMEニ ケル在庫(千Ｎｉ㌧)

1．LMEニッケル価格(CASH)とLMEニッケル在庫数量推移(2002年〜2012年)
◆今後のニッケル需給の⾒通しについて

50,000 

55,000 

160

170 

180 
LMEニッケル価格($/㌧)LMEニッケル在庫(千Ｎｉ㌧) LMEニッケル在庫（千Ni㌧） LMEニッケル価格（$/㌧）

【暴騰の理由】

40 000

45,000 

,

140 

150 

160 【暴騰の理由】
・ステンレス＝世界的なｽﾃﾝﾚｽ需要好調、中国の⾶躍的増産
・ニッケル＝既存ﾆｯｹﾙ⽣産者ﾄﾗﾌﾞﾙ・新規ﾆｯｹﾙ開発の遅れ
・LME在庫＝需給ﾊﾞﾗﾝｽを反映する在庫激減

35,000 

40,000 

110 

120 

130 
・ＥＣＢ理事会における新たな国債購
⼊プログラムを発表
・ＦＲＢが量的緩和第３弾（ＱＥ３）
の導⼊を発表

25,000 

30,000 

80 

90 

100 【暴落の理由】
・ステンレス＝LMEﾆｯｹﾙ価格の⾼騰で在庫調整と減産を実施
・ニッケル＝需給緩和
・LME在庫＝状況を反映して在庫増⼤

15,000 

20,000 

50 

60 

70 

世界同時不況

5,000 

10,000 

20 

30 

40 EU圏の財政危機

0 

,

0 

10 

2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012
※当社調べ 11



産（ ）ケ 需給（千 ）

2．世界のステンレス⽣産とニッケル需給
◆今後のニッケル需給の⾒通しについて

50,000

55,000

2,600

2,800
ステンレス⽣産（千㌧）ニッケル需給（千Ni㌧）

45,000

,

2,400

,

ニッケル

電磁材料等
32%

35,000

40,000

2,000

2,200 需要先

ステンレス
68%

30,0001,800

68%

20,000

25,000

1,400

1,600

10,000

15,000

1,000

1,200

ニッケル供給 ニッケル需要 ステンレス⽣産
10,0001,000

20
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20
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20
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20
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20
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20
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20
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20
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※当社調べ
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千Niトン
千Niトン

60 000

千トン

3.地域別ステンレス・ニッケル需給⾒通し
ステンレス ニッケル

◆今後のニッケル需給の⾒通しについて

2 500

3,000

3,100
50 000

60,000

53,900
地域別⽣産⾒通し 地域別需要⾒通し 地域別供給⾒通し

200

180

2,000

2,500
2,340

210

2,3203,700

40,000

50,000

1 070140
170

1,500

1,660

180

500

160

1,670
27,400

2,300
3,200

30,000

35,000

650

1,070140

1,000 260

340

180

490
14,600

20,000

中国

160
19040
110

500
830190

280

80

3,400 3,700
2,800

7,200

10,000

500 590

0

2011年 2020年

370

2011年 2020年

8,700 8,800

0

2011年 2020年 2011年 2020年
欧州・その他 アジア インド

中国 北⽶ ⽇本

2011年 2020年

その他 中国 Ni銑鉄 北⽶ 欧州 ⽇本

2011年 2020年
欧州・その他 アジア インド

中国 北⽶ ⽇本

※当社調べ
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Ⅲ 経営課題への取り組み経営課題 の取り組み



◆投資内容
139億円

76億円

資源調達 77億円

<資源調達減>
WedaBay Project

投資ずれ込み

8億円
33億円

8億円

5億円

資源調達

維持更新投資

環境対策

労働安全衛⽣

77億円

60億円

30億円
億

23億円

22億円 20億円

22億円労働安全衛⽣

13億円 11億円

PAMCO-24

13.3期計画

13.3期

実⾏計画

13.3期

下期⾒直し実⾏計画

単位:百万円 PAMCO-24
13.3期計画

13.3期
実⾏計画

13.3期
下期⾒直し計画

PAMCO-24との
⽐較

実⾏計画との
⽐較

労働安全衛⽣ 1 177 △1 903 △124労働安全衛⽣ 3,080 1,301 1,177 △1,903 △124

環境対策 2,330 2,238 2,068 △262 △170

維持更新投資 880 3,369 2,209 1,329 △1,160

資源調達 7,632 861 575 △7,057 △286

合計（⼯事ベース） 13,922 7,769 6,028 △7,894 △1,742
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⻑期購⼊契約締結 （随時更新）

◆安定した鉱⽯調達への取組み
1. ニッケル鉱⽯安定調達策-1

購入先
09年
3月期

10年
3月期

11年
3月期

12年
3月期

13年
3月期

14年
3月期

15年
3月期

16年
3月期

17年
3月期

<フィリピン>
リオ・チバ・ニッケル社 出資

ピ

11年1⽉〜15年12⽉（5年間）

<フィリピン>
タガニート社 出資

<フィリピン>
カグジャナオ社

<インドネシア>

11年1⽉〜15年12⽉（5年間）

年 ⽉ 年 ⽉（ 年間）

11年1⽉〜15年12⽉（5年間）

ドネ 新鉱業法施⾏ 定<インドネシア>
アンタム社

<ニューカレドニア>
モンタニア社

07年6⽉〜14年5⽉（7年間）

06年4⽉〜16年3⽉（10年間）

インドネシアの新鉱業法施⾏予定

100% 鉱⽯購⼊先割合の推移

50%フィリピン

0%

インドネシア

ニューカレドニア

0%
2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012

計画
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◆安定した鉱⽯調達への取組み
1. ニッケル鉱⽯安定調達策-2

フィリピンの鉱⼭開発状況

 リオチバ、タガニートを中⼼として鉱⼭開発を進めている
⽇本 ⼋⼾

リオチバ、タガニ トを中⼼として鉱⼭開発を進めている

インドネシアの鉱⼭開発状況

 アンタム社が鉱⼭開発 フィリピン
 安定した鉱⼭操業のための技術協⼒

ニューカレドニアの鉱⼭開発状況 フィリピン

リオ・チバ
インドネシア

フィリピン
35%

新鉱業法に対する当社の主な対策

 SMGM社が探鉱継続
 当社は技術⽀援をしている

4,690km

4,770km

3,940km
タガニート

アンタム
インドネシア

ニュー
カレドニア
16%

インドネシア
49%

フィリピン、ニューカレドニアへの鉱⽯供給量増加の要請
新規調達先の開拓

–複数の新規調達先と交渉中

16%

複数の新規調達先と交渉中
–うち数社とは、テスト出荷を実施
–数社とは、探鉱契約締結し、探鉱作業実施、

鉱⼭開発へと進⾏中
7,760kmオーストラリア モンタニア

ニューカレドニア

17

以上により、2014年以降についても鉱⽯調達の⽬途は⽴ちつつある。



◆安定した鉱⽯調達への取組み
2.「ウェダベイ」ニッケルプロジェクトと湿式製錬について

インドネシア ハルマヘラ島の「ウェダベイ」鉱床には、世界有

「ウェダベイ」ニッケルプロジェクト（インドネシア） 湿式製錬について

当社と同じ常圧浸出法を採⽤する計画 酸化ニッケル鉱⽯別製錬法

インドネシア ハルマヘラ島の「ウェダベイ」鉱床には、世界有
数の⼤規模で未開発のニッケルが埋蔵されており、最新の調査よ
り鉱物資源量は合わせて630万トンにも上ります。湿式精錬を採⽤
して、最終的には年間6.5万トンのニッケル⽣産を⽬標としていま
す。

表⼟

湿
式
製
錬

リモナイト Ni 1.0%〜
Fe 20〜50%

Ni 1 2%ウェダベイ

乾
式
製

錬
LGSO

サプロライト

Ni 1.2%〜
Fe 20%以下

Ni 1.8%〜
F 20%以下

低品位Ni鉱⽯

Ni鉱⽯ジャカルタ

ウェダベイ

製
錬

サプロライト

岩盤

Fe 20%以下Ni鉱⽯ジャカルタ

湿式製錬とは、化学処理によるニッケルの濃縮・抽出⽅法。
現地⼭元で湿式製錬し、品位を上げた中間製品を⼋⼾で乾式

→ 濃縮中間製品低品位鉱⽯

製錬することにより低品位鉱⽯を活⽤可能。
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◆安定した鉱⽯調達への取組み
3. 湿式製錬への取組み

STEP 1 STEP 2 STEP 3

2012年11⽉、パイロットプラントによる常圧浸出技術の確定を⽬指す

STEP 1 STEP 2 STEP 3
期間 〜2010年3⽉ 2010年4⽉〜2011年3⽉ 2011年4⽉〜2012年11⽉（計画）

⽬
 パイロットプラントの完成

（投資額88億円）
 硫酸使⽤による中間製品実証

試験開始
 中間製品化の確⽴
 当社常圧浸出技術の確定

最
終
⽬⽬

標
（投資額88億円） 試験開始

 各種点検⽅法の確⽴
 当社常圧浸出技術の確定
 環境基準のクリア
 各種点検⽅法の確⽴

 当社プロセスの特徴であるリ
モナイト鉱⽯と低品位サプ

 震災の影響により施設が損傷
し当初計画より遅れるが 当 中

⽬
標

⾃
社
の
湿
式

成
果

モナイト鉱⽯と低品位サプロ
ライト鉱⽯の全量処理を確認

 Ni中間製品もFeNi原料とし
て使⽤可能な濃縮⽔酸化ニッ
ケルが確認

し当初計画より遅れるが、当
社の常圧浸出技術確⽴へ向け
進⾏中

 2011年8⽉末、震災復旧と
設備改善を完了

中
間
製
品・

課
題

 排液環境基準値の達成も確認  2011年9⽉から鉱⽯と硫酸
を使⽤した⽴ち上げを開始、
順調に推移

 今後、パイロットプラントの
安定操業を実施し 各種プロ

品
の
安
定
供

鉱⽯スラリータンクと
Ni浸出反応装置

安定操業を実施し、各種プロ
セスデーターを取得していく

WedaBay
 2012年度までにBFS完了予定
 2013年前半に最終意思決定

⽣産開始までに数年

供
給

 ⽣産開始までに数年
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